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え
て
い
ま
す
。
す
で
に
農
地
と
し
て
復
元
す
る

こ
と
が
困
難
な
所
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
れ
ば

農
地
と
し
て
復
元
し
た
い
場
所
も
数
多
く
あ
り

ま
す
。

地
域
委
員
会
で
は
少
し
で
も
こ
の
よ
う
な

農
地
荒
廃
化
の
危
機
的
な
状
況
を
食
い
止
め
よ

う
と
、
平
成
25
年
度
に
地
域
の
農
業
関
係
組
織

に
呼
び
か
け
農
業
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
「
明

科
地
域
の
農
業
を
守
る
会
」（
以
下
、
守
る
会

と
言
い
ま
す
）
を
結
成
し
ま
し
た
。
守
る
会
は

当
初
か
ら
実
践
的
な
組
織
と
し
て
、
自
ら
荒
廃

農
地
を
解
消
し
農
地
と
し
て
復
活
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。
す
で
に
こ
の
農
業

委
員
会
だ
よ
り
で
も
天
王
原
の
再
生
状
況
に
つ

い
て
何
度
か
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

（
17
、
19
号
他
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を
参
照
）。

５
年
に
渡
る
再
生
活
動
の
結
果
、
天
王
原
は
現

在
、
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ

の
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

守
る
会
の
荒
廃
農
地
の
解
消
活
動
は
、現
在

は
明
科
地
域
の
他
地
区
で
の
活
動
に
移
行
し
て

い
ま
す
。対
象
は
明
科
か
ら
松
本
市
四
賀
地
域

へ
向
か
う
県
道
の
会
田
川
沿
い
に
位
置
す
る
大

足
地
区
で
す
。地
元
で
は
ブ
ス
平
と
呼
ば
れ
、お

よ
そ
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
さ
で
す
。か
つ
て
は

水
田
と
畑
地
と
し
て
耕
作
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、今
で
は
大
部
分
が
耕
作
さ
れ
な
い
状
態
で
、

今
回
か
ら
各
地
域
の
農
業
委
員
会
の
活

動
を
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
は
合
併
前
の
旧
町
村
単
位

で
地
域
委
員
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
現
在
、

明
科
地
域
委
員
会
は
農
業
委
員
３
名
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
4
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
月
例
会
議
で
は
月
末
の
農
業
委
員

会
定
例
総
会
に
先
立
ち
、
明
科
地
域
内
で
申

請
さ
れ
て
い
る
農
地
法
許
認
可
案
件
の
検
討

を
行
い
ま
す
。
地
域
の
実
情
に
詳
し
い
委
員

が
申
請
案
件
を
、
現
地
確
認
を
含
め
事
前
に

地
域
で
慎
重
に
検
討
審
議
し
、
そ
の
上
で
定

例
総
会
に
申
請
案
件
を
諮
っ
て
い
ま
す
。

地
域
委
員
会
に
は
地
域
農
業
の
推
進
役

と
し
て
の
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
月
例

会
議
で
は
農
政
課
な
ど
関
係
機
関
等
か
ら
提

出
さ
れ
る
地
域
農
業
の
様
々
な
課
題
を
地
域

の
視
点
で
検
討
し
、
意
見
を
集
約
し
て
、
時

に
は
積
極
的
な
意
見
も
提
案
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
８
月
に
は
市
全
域
で
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
明
科
地

域
で
は
各
委
員
が
担
当
地
域
を
分
担
し
て
農

地
の
利
用
状
況
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

今
、
全
国
的
に
荒
廃
農
地
が
ま
す
ま
す

拡
大
し
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
明
科
地
域
は
東
に
山
間
部
を
控
え
、
安

曇
野
市
内
で
も
特
に
多
く
の
荒
廃
農
地
を
抱

こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、将
来
荒
廃
農
地
化
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
う
し
た
状
況
を
見
て
、地

区
出
身
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
呼
び
か

け
か
ら
大
足
地
区
の
人
々
の
協
力
を
得
て
、大
型
の

ヒ
ツ
ジ
、肉
用
種
の
サ
フ
ォ
ー
ク
種
を
飼
育
す
る
牧

場
と
し
て
再
生
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

守
る
会
で
は
生
産
者
の
営
農
活
動
の
支
援
を

す
る
こ
と
で
農
地
の
荒
廃
化
を
防
ぎ
優
良
な
牧
場

と
し
て
再
生
す
る
側
面
支
援
が
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

荒
廃
農
地
対
策
は
多
く
の
困
難
を
伴
う
、
先
の

長
い
活
動
で
す
。
明
科
地
域
委
員
会
で
は
地
域
農

業
の
推
進
役
と
し
て
、
地
域
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
荒
廃
農
地
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
私

た
ち
の
活
動
が
、
わ
ず
か
で
も
優
良
農
地
の
荒
廃

化
の
進
行
を
防
ぎ
、
地
域
の
景
観
保
護
、
環
境
保

全
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
い
こ
れ
か
ら
も
守
る

会
と
と
も
に
活
動
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
活
動（
明
科
地
域
委
員
会
）の
紹
介

再生された天王原（令和5年6月）再生された天王原（令和5年6月） 天王原再生作業状況（平成25年12月）天王原再生作業状況（平成25年12月）

草を食む羊たち（現在の様子）
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安
曇
野
の
山
葵
を
海
外
へ
届
け
る
！

◆
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
長
野
を
き
っ
か
け
に

　

地
元
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
長
野
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
よ
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
２
０
１
７
年
か
ら
海
外
輸
出
を

始
め
ま
し
た
。
現
在
は
Ｅ
Ｕ
諸
国
（
２
０
２
０
年
１
月

よ
り
直
接
輸
出
を
開
始
す
る
）
他
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど

出
荷
量
全
体
の
９
割
以
上
を
海
外
輸
出
が
占
め
て
お
り

ま
す
。

　

国
内
販
売
と
海
外
販
売
の
違
い
は
、
国
内
商
談
の
場

合
、
ま
ず
価
格
の
話
が
先
で
す
が
、
海
外
の
場
合
は
サ

ン
プ
ル
を
使
用
し
て
、
品
質
に
あ
っ
た
価
格
で
の
評
価

を
し
て
頂
け
ま
す
。
直
接
輸
出
の
場
合
、
バ
イ
ヤ
ー

の
す
ぐ
後
ろ
に
は
使
用
さ
れ
る
お
客
様
が
居
る
の
で

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
頂
け
ま
す
。

◆
輸
出
で
苦
労
し
た
経
験

　

輸
送
コ
ス
ト
を
下
げ
る
為
、中
東
経
由
（
ア
ブ
ダ
ビ
・

ド
バ
イ
経
由
）
で
輸
出
を
試
み
ま
し
た
が
、
現
地
の
外

気
温
が
高
い
の
で
Ｋ
ｅ
ｅ
ｐ 

Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
（
冷
蔵
輸
送
）

が
保
て
な
く
、
お
客
様
の
手
元
に
着
い
た
時
に
は
、
腐

ら
せ
て
し
ま
う
結
果
に
。
現
在
は
、
輸
送
ル
ー
ト
を
見

直
し
、
適
正
温
度
帯
で
お
客
様
に
届
け
る
様
に
な
り
喜

ん
で
頂
け
て
ま
す
。

◆
現
在
の
状
況

　

現
在
は
キ
ャ
パ
オ
ー
バ
ー
に
な
り
そ
う
な
の
で
、
営

業
は
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
販
売
先
の
お

客
様
に
円
安
に
よ
る
影
響
も
考
慮
し
て
い
た
だ
き
、
単

価
を
上
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
最
後
に
一
言

　

海
外
取
引
は
、
英
語
が
主
言
語
の
う
え
、
専
門
用
語

等
の
使
用
も
あ
る
た
め
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
他
の
農
家
か
ら
の
仕
入
れ
は
せ
ず
、
自
分
た
ち
で

丹
精
込
め
て
作
り
上
げ
た
自
慢
の
山
葵
を
今
後
も
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
で
す
。
圃
場
見
学
に
来
日
さ
れ
た
お
客

様
に
は
、
山
葵
田
に
湧
き
出
る
地
下
水
と
北
ア
ル
プ
ス

の
関
係
を
説
明
す
る
と
感
激
さ
れ
、
先
日
も
Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ

ｏ
ｍ
ｅ 

ｄ
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
で
は
弊
社
の
山
葵
を
使
っ
た

「
信
州
サ
ー
モ
ン
」
に
舌
鼓
を
打
ち
、
そ
の
後
温
泉
も

堪
能
さ
れ
、
心
も
身
体
も
満
足
し
て
お
帰
り
頂
き
ま
し

た
。
今
後
は
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
で
山
葵
の
販
売
以

外
で
も
、
微
力
な
が
ら
信
州
安
曇
野
の
魅
力
も
併
せ
て

発
信
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

安
曇
野
市
穂
高
で
明
治
後
期
～
大
正
初
期
か
ら

代
々
、
山
葵
を
栽
培
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
井
口

勝
也
さ
ん
（
株
式
会
社
清
澤
）
に
山
葵
の
海
外
輸

出
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

井
口　

勝
也
さ
ん
（
58
歳
）

株
式
会
社
清
澤　

代
表
取
締
役

山
葵
農
家
を
先
代
よ
り
引
き
継
ぎ
２
０
１
５
年
3

月
3
日
法
人
化
、
現
在
本
山
葵
の
栽
培
、
販
売
を

行
う
。

JETRO長野のイベントで山葵田を案内する
井口さん（右）

山葵田の様子



4

安曇野市農業委員会だより

が
ん
ば
る
農
業
者

農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
で
す

か
？

工
業
高
校
を
卒
業
し
、
工
業
大
学
へ

進
学
し
ま
し
た
が
、
祖
父
の
認
知
症

を
機
に
実
家
へ
戻
り
、
独
学
で
稲
作
を
始

め
ま
し
た
。
土
地
利
用
型
農
業
は
機
械
作

業
が
多
く
、
機
械
整
備
が
好
き
な
自
分
に

ピ
ッ
タ
リ
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

農
業
経
営
を
行
う
中
で
大
変
な
の
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

コ
ス
ト
削
減
の
た
め
農
業
機
械
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
古
品
を
探
し
、

自
分
で
整
備
し
て
使
っ
て
い
ま
す
が
、
中

古
品
は
見
つ
け
た
時
が
買
い
時
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
補
助
金
を
申
請
す
る
間
が
な

い
こ
と
に
困
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
中

古
品
は
安
け
れ
ば
良
い
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
新
品
の
半
額
の
値
段
で
、
大
掛
か

り
な
修
理
を
必
要
と
し
な
い
も
の
を
基
準

に
揃
え
て
い
ま
す
。

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
赤
米
対

策
で
す
。
8
年
前
に
赤
米
の
発
生
圃

場
で
農
協
と
除
草
剤
の
試
験
を
行
っ
て
以

来
、
独
自
の
赤
米
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
前
年
ま
で
荒
れ
て
い
た
圃
場
が
綺
麗

に
な
る
と
地
主
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
ま
す
。

 

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

経
営
面
積
が
増
え
る
に
つ
れ
て
個
人

と
し
て
の
限
界
や
、
怪
我
や
病
気
の

リ
ス
ク
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
地
区
の
若
手
農
家
と
協
力
し
合
い
、

将
来
的
に
は
組
織
化
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

丸 

山  
大 
樹
さ
ん
（
40
歳
）（
豊
科
）

経
営
面
積
等　
水
稲
４
㌶

　
　
　
　
　
　
小
麦
２
．６
㌶

　
　
　
　
　
　
作
業
受
託
２
．７
㌶

　
　
　
　
　
　
野
菜
５
㌃  

Ｑ

Ｑ

ＱＱ Ａ

ＡＡ

Ａ

独学で稲作を始めた丸山さん

所有する農業機械所有する農業機械

トラクターを整備する丸山さんトラクターを整備する丸山さん
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が
ん
ば
る
農
業
者

現
在
の
栽
培
作
物
、
主
力
品
種
は
？

ダ
リ
ア
や
ジ
ニ
ア
な
ど
、
２
０
０
品

種
を
栽
培
（
試
作
も
合
わ
せ
る
と

２
５
０
品
種
）
し
て
お
り
、
全
国
の
市
場

に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
？

全
国
の
市
場
出
荷
を
中
心
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
や
直
売
所
で
の
販
売
等
で
販

路
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

今
後
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
で
き
る
よ
う

に
、
組
織
・
制
度
設
計
に
も
着
手
し
始
め

ま
し
た
。

就
農
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
？

以
前
は
10
年
ほ
ど
東
京
で
生
花
店
の
運
営
を
主
と

す
る
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
花
の

こ
と
を
知
り
た
い
と
思
い
、
縁
あ
っ
て
安
曇
野
で
就
農

し
ま
し
た
。

農
業
経
営
で
大
変
な
こ
と
は
？

自
分
自
身
の
肉
体
を
使
う
仕
事
が
多

い
の
で
、
体
調
管
理
に
気
を
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
選
花
の
作
業
で
は
小
さ

な
ゴ
ミ
や
虫
等
を
取
り
除
く
細
か
い
作
業

の
た
め
、
と
て
も
大
変
で
す
。

今
後
の
目
標
、取
り
組
み
た
い
こ
と
は
？

施
設
を
持
た
な
い
露
地
栽
培
の
た

め
、
冬
場
は
出
荷
が
で
き
ず
、
周
囲

か
ら
心
配
さ
れ
ま
す
。
で
す
が
、例
え
ば
、

花
を
出
荷
す
る
だ
け
で
な
く
、
花
を
育
て

る
過
程
を
価
値
化
し
、
栽
培
の
失
敗
や
成

功
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
共
有
す
る
な
ど
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
す
取
り
組

み
を
行
い
、
年
間
の
定
常
的
な
売
り
上
げ

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

週
末
限
定
で
直
売
所
を
や
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
は
じ
め
ら
れ

た
き
っ
か
け
は
？

地
元
の
方
に
も
弊
園
で
育
て
た
花
を

見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
始
め

ま
し
た
。

田 

中  
彰
さ
ん
（
40
歳
）（
穂
高
）

経
営
面
積
等　
経
営
面
積
２
．５
㌶

　
　
　
　
　
　
花
卉
栽
培

　
　
　
　
　
　
ダ
リ
ア
等
、
２
０
０
品
種

Ｑ

Ｑ

ＱＱＱ

Ｑ

Ａ

Ａ

ＡＡＡ

Ａ

生花店から花卉農家へ転身した
田中さん

栽培しているエキナセア（左）とダリア（右）
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農地の売買、貸借情報を掲載します！

農業委員会からのお知らせ

農業委員会では､農地の有効利用や遊休農地対策のため､『農地を売りたい、買
いたい』または『貸したい、借りたい』等の情報を令和６年１月より市ホームペ
ージや農業委員会だよりに掲載します。

売買・貸借の流れ

売
り
た
い
方
・
貸
し
た
い
方

買
い
た
い
方
・
借
り
た
い
方

①登録申請

④意向確認

②農地情報の確認

③問い合わせ

⑤話し合い

農業委員会
事務局

（農地情報）

①登録用紙に必要事項を記入し、農地情報を登録します。
②農地情報は市ホームページや農業委員会だよりをご確認ください。
③ご希望の農地がありましたら、農業委員会事務局にお問い合わせくださ
い。
④お問い合わせのあった農地について、売りたい方・貸したい方に意向を
確認します。
⑤売りたい方、貸したい方が買いたい方、借りたい方とお話しする意向が
あれば、双方に連絡先をお知らせしますので、条件等について話し合いく
ださい。売買、貸借の条件が双方で折り合えば、契約手続きとなります。
※掲載する農地情報は登録申請があった農地のみとなります。
※農地を取得する際は、農地法第３条の許可要件を満たす必要があります。

ご不明な点につきましては、農業委員会事務局まで、お問い合わせください。
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安曇野市農業委員会だより

農地の貸借の仕組みが変更となりました

５月に実施したドローンの水稲直播きのその後

農地を貸借する場合、今までは次のいずれかの手続きが必要でした。
・農業経営基盤強化促進法に基づく相対による利用権設定（貸借）
・農地中間管理事業による利用権設定（貸借）
・農地法第3条に基づく貸借

※令和５年４月１日以降は下記のとおり、変更となりました

農業経営基盤強化促進法の一部改正により、令和5年4月1日から同法に基づく相

対による利用権設定（貸し借り）は廃止され、農地中間管理事業による利用権設定

に一本化されました。

ただし、経過措置として令和6年度（令和7年3月31日）もしくは地域計画の
策定の前日までは相対による利用権設定は可能です。
また、すでに締結済みの利用権設定については設定期間満了まで有効です。

なお、農地法第 3条に基づく農地の貸借については変更ありません。

農業委員会だより第35号で掲載しましたドローンによる水稲直播きを行った水田で９月20日～24日に稲刈りが
行われました。収穫量は前年比105％（前年は播種機による直播き）という結果となりました。

◆ドローンの直播き栽培を終えて（市農業委員平川邦夫さん）
　初めてのドローンによる直播き栽培でしたが、今年の収穫を無事に終えてほっとしています。直
播き栽培は、通常の田植えと作業時期がズレており、初期の水管理に神経を使い、発芽後の鳥害（ス
ズメ、カモ）も一時であったとはいえ、今までにはない気遣いがありました。日々管理する中で一番
悩んだことは苗から稲に成長する過程が、一律ではないということ、また、ほ場ごとに状況が異なり
稲の成長が違っていたことでした。この部分は一般の田植えではあまりになかったことでした。
　今後、若い人による大規模経営における効率化といった面から新しい農業スタイルとしてドロー
ンを活用した栽培は全国的に普及することだろうと思います。既に管内では個人的にも導入してい
る農家もいますが、共同利用することで効率化と汎用性が期待できると思われます。

R5.8.16 撮影R5.8.16 撮影 R5.9.15 撮影R5.9.15 撮影
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我
が
家
の
裏
に
は
、
五
カ
用
水
が
流
れ
て
い
ま

す
。
明
科
の
七
貴
か
ら
南
陸
郷
の
五
つ
の
地
区
を

流
れ
る
五
カ
用
水
は
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
に
造

ら
れ
ま
し
た
。
雑
穀
や
芋
し
か
作
れ
な
か
っ
た
地

域
が
五
カ
用
水
の
お
か
げ
で
、
米
を
食
べ
ら
れ
る

様
に
な
り
ま
し
た
。

近
所
の
農
家
が
、
来
年
か
ら
農
作
業
を
委
託
す

る
そ
う
で
す
。
一
軒
は
機
械
が
壊
れ
、
一
軒
は
高

齢
の
為
で
す
。
米
作
り
を
切
望
し
て
五
カ
用
水
を

切
り
拓
い
た
先
祖
た
ち
が
、
２
０
０
年
後
の
今
を

想
像
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
私
も
２
年

後
、
３
年
後
の
農
業
さ
え
想
像
で
き
ま
せ
ん
が
、

来
年
も
又
、
五
カ
用
水
の
水
を
使
っ
て
、
米
作
り

を
続
け
ま
す
。

文
責　
岡
山　
き
み
子

【
農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

編
集
委
員
長　
笠
原　
哲
雄

　
　
　
委
員　
岡
山
き
み
子

　
　
〃　
　
中
村　
洋
子

　
　
　
〃　
　
田
口　
博
之

　
　
　
〃　
　
丸
山　
隆
也

　
　
　
〃　
　
山
田　
太
一

　
　
　
〃　
　
請
地　
康
仁

　
　
　
〃　
　
藤
原　
光
弘

編

集

後

記

旬
しゅん

の一句・一首

一
房
の

　

葡
萄
に
光
る

　
　
　
　
　

陽
の
匂
い

豊
科　

古
幡　

菊
子　

ひ
と
り
居い

の

　

心
ふ
る
は
す

　
　
　
　
　

虎も
が
り
ぶ
え

落
笛穂

高　

有
明
時
雨　

秋
の
空

　

故
郷
を
偲
ぶ

　
　
　
　
　

林
檎
園

三
郷　

中
村　

隆
一　

新
酒
酌
む

　

掟
破
り
て

　
　
　
　
　

五
勺
足
し

明
科　

飯
沼　

比
呂
倫　

酷
暑
に
も

　

耐
え
し
実
り
の
野
菜
た
ち　

　
　
　

吾わ
れ

も
負
け
じ
と

　
　
　
　
　

畑は
た

に
い
そ
し
む

堀
金　

青
柳　

松
子　

か
ら
み
そ

　
　
　
　

堀
金　

小
松
定
子
さ
ん

材
料・辛

こ
し
ょ
う　
好
み
に
よ
り
適
量

　
　
　
　
　
　
（
２
３
０
ｇ
）

・
糀　
　
　
　
　
５
０
０
ｇ

・
醤
油　
　
　
　
６
０
０
㏄

・
砂
糖　
　
　
　
３
３
０
ｇ

作
り
方

①
醤
油
の
中
へ
糀
を
入
れ
、し
ば
ら
く
お
く
。

②
辛
こ
し
ょ
う
を
ミ
キ
サ
ー
で
細
か
く
す
る
。

③
全
て
の
材
料
を
合
わ
せ
て
煮
つ
め
る
。

　
（
約
20
分
位
）

※
注
意
す
る
こ
と

　

辛
こ
し
ょ
う
を
切
る
と
き
、種
を
取
る
と
き

は
手
袋
を
し
て
切
ら
な
い
と
、辛
く
て
む
せ

る
の
で
、要
注
意
で
す
。


